
＜講習会＞

第１日目 平成３０年５月２６日（ 土 ） 午前９：１５～午後５：００（昼休憩４５分）

第２日目 平成３０年６月　８日（ 金 ） 午前９：１５～午後５：００（昼休憩４５分）

第３日目 平成３０年６月２３日（ 土 ） 午前９：１５～午後５：００（昼休憩４５分）

第４日目 平成３０年７月　６日（ 金 ） 午前９：１５～午後６：１５（昼休憩４５分）

会場：こうべ市民福祉交流センター　５階　５０１教室

＜認定試験＞

平成３０年８月　５日（ 日 ） 午前１０：００～午後４：１５（昼休憩４５分）

会場：こうべ市民福祉交流センター　５階　５０１教室

＜会場案内＞ こうべ市民福祉交流センター

神戸市中央区磯上通3-1-32 電話　078-271-5310㈹

●ＪＲ、阪急、阪神、市営地下鉄｢三宮駅｣から南東へ徒歩１５分

●市営地下鉄海岸線｢三宮・花時計前駅｣から東へ徒歩１０分

●ﾎﾟｰﾄﾗｲﾅｰ｢貿易センタービル駅｣から東へ徒歩５分

　※「貿易センタービル駅」から地上への連絡は階段利用となります

●市バス７系統｢こうべ市民福祉交流センター前｣正面

平成３０年度　神戸市高齢者介護士講習会及び認定試験の日程と会場



講習会

講師陣

第１講 余田　弘子 先生 神戸市高齢者介護士実務者会　座長／看護師・介護支援専門員

第２講 安達　眞理子 先生 兵庫県介護福祉士会　会長／介護福祉士・介護支援専門員

第３講 吉川　朱美 先生 特別養護老人ホーム　ふじの里　主任 ／看護師・社会福祉士・主任介護支援専門員

第４講 小薗　弘子 先生 (一財)神戸在宅医療・介護推進財団　在宅事業課　主幹／看護師・介護支援専門員

第５講 岡本　圭左 先生 (医)翌檜会　運営企画・人材育成担当課長／社会福祉士・介護福祉士・介護支援専門員・認知症介護指導者

第６講 古川　道一 先生 特別養護老人ホーム光明苑　生活相談員／介護福祉士・神戸市高齢者施設介護士（Ｈ23認定）

第７講 安達　眞理子 先生 兵庫県介護福祉士会　会長／介護福祉士・介護支援専門員

第８講 河野　次雄 先生 (株)アドバンス・ケアシステム　取締役社長／社会福祉士

第９講 阿野　英文 先生 (株)経営開発センター　参与

6/8
（金）

老年期の心身の
発達と健康②

第４講 ２２０分間 13:20～17:00

第８講

・介護の概念の変遷と法における規定

第２講 ９０分間 15:30～17:00

5/26
（土）

・福祉サービスと介護保険制度のしくみの基本的理解

・個人情報保護に関する制度の概要

・介護過程の意義と介護過程の展開

・ＩＣＦの視点「生きることの全体像」の理解

・介護事例による個別援助計画の実際
　　　　　　　　　　　　　　　（グループ演習）

２００分間

老年期の心身の
発達と健康③

9:15～10:55１００分間第５講

・老化に伴う心身機能の変化の特徴・老年症候群

・疾患としての認知症の理解

模擬試験

３１０分間
9:35～15:30
（昼食　45分

12:00～12:45）

17:15～18:15

9:15～12:25
（昼食　45分

12:25～13:10）

10:55～12:35
（昼食　45分
12:35～13:20)

13:20～17:00
ＩＣＦの視点に基づく介護
過程の展開についての基
礎知識が習得できる

・福祉施設組織のしくみと運営に関する基礎知識

・高齢者の疾病の理解と生活上の留意点

9:15～12:35
（昼食　45分

12:35～13:20）

・社会人としてのマナー（接遇）

・職場における円滑なコミュニケーション

・介護予防・日常生活支援総合事業

　（フレイル・生活習慣病・生活不活発病）

老年期の心身機能の変
化の特徴に関する基礎知
識を習得する

高齢者介護の理念と
倫理

・終末期の理解

老年期の心身機能の変
化の特徴に関する基礎知
識を習得する

・尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方

・人権尊重と権利擁護

自立支援の視点から介護
技術の基礎知識を習得で
きる

１９０分間

平成３０年度　神戸市高齢者介護士講習会　カリキュラム

7/6
（金）

6/23
（土）

高齢者施設・事業所
の組織に関する

基礎知識
２３０分間

老年期の心身の
発達と健康①

高齢者施設・事業所にお
ける組織のしくみやルー
ルの理解、社会人・組織
人としての意識を身につ
ける

６０分間

第９講 13:10～17:00

介護保険制度と個人
の権利を守る制度の

概要

第３講

・体のしくみの基礎（ホメオスタシスなど）

・成年後見制度の概要

・高齢者虐待防止法

日程

オリエンテーション

第１講

尊厳の保持や自立支援と
いう高齢者介護の基本理
念を介護の歴史から理解
すると共に実践の場で求
められる職業倫理につい
て学習する

講義

安全と安心の確保の
ための介護技術②

安全と安心の確保の
ための介護技術③

第６講

第７講

１００分間

２２０分間

　入浴・清潔の保持・睡眠の介護

・自立に向けた住居環境、身支度・移動・食事・排泄・

講義内容

・介護事例の説明介護事例から事例の全体
像を理解する

２０分間

講義時間

9:15～9:35

時刻 ねらい

9:00～9:15

・安全の確保とリスクマネジメント

受付開始

安全と安心の確保の
ための介護技術①

・高齢者介護の歴史的変遷と長寿社会

・高齢者の生活と介護、住まい

・個人演習課題の説明

・メンバーシップとリーダーシップ

介護実践に必要な観点か
ら介護保険制度や人権擁
護に関する制度施策の基
礎的知識を習得する

　（話し方・聞き方・報告連絡相談・会議参加など）

・レポートの書き方

・介護サービス、生活支援の概要

・高齢者介護士に求められる倫理

・老年期の発達

・介護の原因となる疾病の理解


	日程
	カリキュラム

